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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

令和元年度白馬村消防ポンプ操法大会
６月２３日日曜日に、松川端ヘリポートにて、令和最初の白馬村消防ポンプ操法大会が開催
されました。当日は、各分団が長期にわたる訓練の成果を発揮し、７月７日日曜日に白馬村で
行われる大北大会への出場権を競いました。
大会の結果は12ページをご確認お願いします。
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シリーズ観光財源＜第３回＞
白馬村観光振興のための財源確保検討委員会では、全６回の委員会と全３回のワーキンググループ（WG）で

の議論を経て、「観光振興のための財源確保のあり方に関する報告書」を取りまとめました。( 委員会・WG での
議論は前回号をご覧ください。）

今回はこの報告書の内容について紹介します。報告書の内容は多岐にわたるため、ポイントとなる部分を抜粋
して掲載します。
 

１ 新たな観光財源の必要性・使途
　将来にわたり観光立村として生き残るため、官民を問わず観光政策への継続的な投資は必須であり、そのための新たな観光財源を確
保することが必要です。
　使途の大枠は、今後村が目指す目標像や施策・スケジュール等として「観光地経営計画」で示されていますが、具体的な財源を導入す
る前段として、地域経済分析等の統計データを取りながら、施策の具体的方向性や優先順位を設定する仕組みづくりが必要です。

３ 新たな観光財源の在り方
【新たな観光財源の在り方】
・新たな観光財源は、使途に着目し、未来志向で観光への投資をしていくという趣旨を踏まえて、「白馬の未来観光税（仮称）」と総称します。
・ 具体的には、観光客等から金銭的協力を頂くものとして、宿泊行為に対する課税（いわゆる宿泊税）、登山協力金、ふるさと納税が有力

な選択肢であると考えられます。特に宿泊税については、財源としての安定性や課税対象の明確性、国内外での事例の蓄積、増加する
外国人観光客を含めた負担の公平性を満たした上で観光客から頂く金銭的負担を集約するものとして有力な財源です。

・ 次なる集客等のため、観光事業者が幅広く事業規模に応じた税又は分担金を事業規模に応じて負担することも有力な選択肢です。た
だし、新たな村民負担が生じることに留意するほか、同様な制度は全国でも事例がなく、法律上の整理や観光事業者の範囲の明確化
等の課題があることを踏まえた検討が必要です。

【新たな観光財源の導入にあたっての課題】
・ エージェント経由の観光客単価は低い水準にあり、「少しでも安いものを」求める観光客もいる中で、観光客の理解が得られるかが懸

念されます。
・ 低価格帯の小規模民宿やペンション等では宿泊客から徴収しづらいと感じられ、宿泊者である納税義務者から徴収できずに宿の持

ち出しが生じる可能性があります。
・入湯税、消費税増税、観光協会、観光局の会費等、宿泊施設及び宿泊客には様々な金銭的負担が既に存在しています。
・労働力不足の中で、税の説明、徴収、申告、納付にあたる宿泊施設における徴税手続き等への負担が大きくなると考えられます。

２  新 た な 観光財源 の 運
用の仕組み

・ 新たな観光財源は、観光振興施策
のみに使われるよう、行政の一般
財源とは切り分けて基金化するこ
とが必要です。

・ 新たな観光財源の基金管理・使途
の決定は行政のみで行うのではな
く、白馬村観光地経営会議のよう
な、官民一体となった組織におい
て行うことが望ましいと考えます。

※報告書は白馬村ホームページに掲載しています。

　今後、答申を踏まえ新たな観光財源について、どのような形であれば観光客や観光事業者の理解を得て制度化できるのか、
庁内で引き続き調査・検討を行っていきたいと考えています。

新 た な 観光財源 の
運用イメージ

お問合せ　白馬村役場　総務課政策企画係　電話：0261-72-5000
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白
馬
村
ふ
る
さ
と
人
材
奨
学
金
返
還
補
助
事
業

応
募
受
付
開
始
の
お
知
ら
せ

　
白
馬
村
ふ
る
さ
と
人
材
奨
学
金
返
還
補
助
事
業
で
は
、今
年
度
の
補
助
金
の
登
録
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。登
録
の

受
付
期
間
は
令
和
元
年
8
月
1
日（
木
曜
日
）～
令
和
元
年
11
月
29
日（
金
曜
日
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
に
必
要
と
な
る
様
式
は
、総
務
課
窓
口
で
受
け
取
る
か
、行
政
Ｈ
Ｐ（「
白
馬
村
の
未
来
を
担
う
国
際
観
光
人
材

育
成
事
業
」で
検
索
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
白
馬
村
ふ
る
さ
と
人
材
奨
学
金
返
還
補
助
事
業
と
は
??

Q
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
、村
の
今
後
の
進

め
方
は
。

A
答
申
を
踏
ま
え
、新
た
な
観
光
財
源
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
形
で
あ
れ
ば
観
光
客
や
観
光
事
業
者
の
理
解
を
得

て
制
度
化
が
で
き
る
の
か
、今
後
は
庁
内
で
引
き
続
き
調
査
・
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
新
た
な
観
光
財
源
は「
宿
泊
税
」で
決
ま
り
で
す
か
。

A
宿
泊
行
為
に
対
す
る
課
税
に
つ
い
て
は
、財
源
の
安
定

性
や
課
税
対
象
の
明
確
性
、国
内
外
で
の
事
例
の
蓄
積

等
の
観
点
か
ら
有
力
な
選
択
肢
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

登
山
協
力
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
、観
光
事
業
者
に
よ
る

分
担
金
も
選
択
肢
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
導
入
の
是
非
や
制

度
設
計
に
つ
い
て
は
庁
内
で
引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

Q
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
で
は
。

A
昨
年
度
様
々
な
業
種
の
方
か
ら
広
く
意
見
を
聴
取
す
る

た
め
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
３
回
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
意
見
に
つ
い
て
は
、検
討
委
員
会
へ
報
告
す
る
と
と

も
に
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
に
は
検
討
委
員
会
に

出
席
い
た
だ
き
、議
論
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

制
度
設
計
と
使
途
の
骨
子
案
等
、今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

目
途
が
つ
き
ま
し
た
ら
、事
業
者
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
に
よ
り
、広
く
皆
様
か
ら
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈
シ
リ
ー
ズ
観
光
財
源
〉 

Q
＆
A
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白馬村プレミアム付商品券のお知らせ
　消費税・地方消費税率引き上げが低所得者・子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、地域におけ
る消費を喚起・下支えするため、プレミアム付商品券の販売を行います。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課福祉係　電話：0261-85-0713

①住民税が非課税の方 ②子育て世帯の方

①住民税が非課税の方
基準日（2019年1月1日）において、白馬村の住民基本台帳
に登録されている方
※ただし、下記に該当する方は除きます。
・住民税が課税されている方に扶養されている方（生計を一
にしている配偶者、扶養親族等）

・生活保護を受給している方等

②子育て世帯の方
2016年4月2日から2019年9月30日
までに生まれたお子さんがいる世帯
の世帯主（基準日時点で白馬村の住民
基本台帳に登録されている方）

・2016年4月2日～2019年6月1日生
（基準日2019年6月1日）
・2019年6月2日～7月31日生
（基準日2019年7月31日）
・2019年8月1日～9月30日生
（基準日2019年9月30日）

購入対象と見込まれる方（世帯）には、７月下旬に申請書を
送付します
必要事項を記入のうえ、返信用封筒に入れて返送してください

対象者

非該当の通知書を送付します

９月中旬以降に、購入引換券を送付します

審査の結果、
購入対象になった方

審査の結果、
該当にならなかった方

申請の必要は
ありません

商品券について
１冊5,000円分の商品券を4,000円で販売します（プレミアム分
が1,000円）対象者1人につき、最大５回（商品券25,000円分）まで
購入できます

●販売期間
　令和元年10月1日（火曜日）から令和2年2月21日（金曜日）
●使用可能期間
　令和元年10月1日（火曜日）から令和2年2月21日（金曜日）
　※販売する場所や店舗などの詳細は、別途案内する予定です

※配偶者からの暴力を理由に避難している方で、事情により基準日時点で住民票を移すことができていない
方は健康福祉課までお申し出ください。
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不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り

重
大
な
犯
罪
で
す
！

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、山
林
・
道
端
・
河
川
敷
・
水
路

な
ど
へ
の
悪
質
な
ご
み
の
投
棄

や
、
ド
ラ
ム
缶
や
一
斗
缶
で
の

焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
な
ど

で
囲
っ
て
の
焼
却
、
地
面
に
穴

を
掘
っ
て
の
焼
却
な
ど
が
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
行

為
は
、
景
観
を
損
な
う
だ
け
で

は
な
く
、自
然
環
境
を
汚
染
し
、

深
刻
な
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し

ま
す
。

温
暖
化
、気
候
変
動
、海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
問
題
が
懸

念
さ
れ
る
昨
今
、
一
人
ひ
と
り

の
モ
ラ
ル
と
責
任
で
、
白
馬
村

か
ら
不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
に
長
野
県
内
に
お

い
て
検
挙
さ
れ
た
主
な
不
法
投

棄
等
の
事
案
で
す
。
不
法
投
棄
・

野
外
焼
却
の
行
為
者
は
、
撤
去

を
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
重
い

刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

1　一般廃棄物
①不法投棄

検挙月 行為者 内容 刑罰の内容

1月 1名 無職者による一般廃棄物（ペットボトル等）の不法投棄事件 罰金30万円

4月 1名 飲食店店員による一般廃棄物（衣類等）の不法投棄事件 罰金50万円

11月 1名 アルバイト従業員による一般廃棄物（生ごみ等）の不法投棄
事件 罰金30万円

②野外焼却

検挙月 行為者 内容 刑罰の内容

1月 1名 農業従事者による一般廃棄物（雑誌等）の不法焼却事件 罰金30万円

6月 1名 無職者による一般廃棄物（木材）の不法焼却事件 罰金40万円

12月 1名 無職者による一般廃棄物（廃材）の不法焼却事件 罰金50万円

2　産業廃棄物
野外焼却

検挙月 行為者 内容 刑罰の内容

1月 1名 自営業者による産業廃棄物（木製パレット）の不法焼却事件 罰金30万円

10月 1名 建築業者による産業廃棄物（木くず）の不法焼却事件 罰金30万円
11月 1名 建築業者による産業廃棄物（木材）の不法焼却事件 罰金30万円

罰　　　　　　則
不法投棄・野外焼却を行った場合もしくは行おうとした場合、

５年以下の懲役もしくは１, ０００万円以下の罰金、又はその両
方が科せられます。

※法人の場合は３億円以下の罰金が科せられます。

 白馬村役場　住民課 電話：0261-72-5000
 北アルプス地域振興局　環境課 電話：0261-22-5111
 不法投棄ホットライン（24 時間） 電話：0120-530-386

白馬村は警察と協力して、
不法投棄・野外焼却
の撲滅に努めます！

・・・不法投棄、野外焼却を見かけたら情報提供をお願いします・・・
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白
馬
村
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
し
た　
シ
リ
ー
ズ 

～
第
３
回
～

事業 実施主体
短期

（H31年度　〜　H36年度）
（2019年度　〜　2024年度） 中長期

H31 H32 H33 H34 H35 H36

① 駅等の乗り継ぎ拠点の
整備

白馬村、ＪＲ、
バス事業者

② 運行本数、ダイヤ等の
見直し

白馬村、ＪＲ、
バス事業者

③ デマンド型乗合タクシー
の利用条件の見直し

白馬村、
タクシー事業者

④
デマンド型乗合タクシー
の運行日、運行時間等の
見直し

白馬村、
タクシー事業者

⑤ 既存路線バス等への混乗
の検討

白馬村、
バス事業者

⑥ 積雪時等の相乗りタクシー
の検討

白馬村、
タクシー事業者

⑦ シャトルバスの通年運行
の検討

白馬村、
バス事業者、
索道事業者

⑧
観光・生活交通としての
シャトルバス統合運行の
検討

白馬村、
バス事業者、
索道事業者

⑨ 自転車利用者に優しい
環境整備の検討 白馬村

⑩ わかりやすいシャトル
バス等への配色等の検討

白馬村、
バス事業者、
索道事業者

⑪ わかりやすい公共交通
案内情報提供の検討

白馬村、
各交通事業者

⑫ 地域公共交通会議の拡充 白馬村

⑬ 公共交通利用促進キャン
ペーンの実施

白馬村、
各交通事業者

検討

検討

検討

検討

検討

検討

検討

検討

検討

検討・計画

検討・計画

計画・実施

計画・実施

計画・実施

計画・実施

計画・実施

計画・実施

計画・実施

計画・実施

計画・実施

実施

実施

実施

検討・計画・実施

７
．公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ（
案
）

８
．事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
計
画
目
標
年
度（
平
成
36
年
度（
2
0
2
4
年
度
））ま
で
を
短
期
、そ
れ
以
降
を
中
長
期
と
し
て
、各
施
策
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。今
後
、部
会
等
の
場
を
設
け
て
、具
体
的
な
事
業
の
検
討
・
実
施
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

9
．事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定

お問合せ　白馬村役場　総務課政策企画係　電話：0261-72-5000
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第
８
回

不
用
食
器
回
収
の
お
知
ら
せ

食
品
ロ
ス
の
削
減
に

ご
協
力
下
さ
い

住
民
課
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ
で
す
。

8
月
よ
り
各
種
保
険
証
等
が
更
新
に
な
り
ま
す

　

使
わ
な
く
な
っ
た
食
器
や
、壊
れ

た
食
器
な
ど
を
新
た
な
食
器
の
原

料
に
し
て
、新
た
な
か
た
ち
で
の
再

利
用
を
め
ざ
し
、合
わ
せ
て
埋
め
立

て
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
目
的
と
し
て
、

不
用
食
器
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

【
日　
　
時
】

令
和
元
年
９
月
29
日（
日
曜
日
）

午
前
９
時
～
12
時
ま
で

【
場　
　
所
】

白
馬
村
役
場
駐
車
場
内（
北
側
）

【
回
収
品
目
】

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器（
陶
磁

器
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
決
定
次
第
、広

報
は
く
ば
、行
政
無
線
、新
聞
折
り

込
み
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、食
べ
ら
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
る「
食
品
ロ
ス
」

が
、年
間
6
4
3
万
ト
ン（
平
成
28
年

度
推
計
）、発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
3
5
2
万
ト
ン
が
食

品
産
業
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。そ

の
内
訳
を
み
る
と
、外
食
産
業
で
は

1
3
3
万
ト
ン
も
の
食
品
ロ
ス
が
発

生
し
て
お
り
、食
べ
残
し
に
よ
る
も
の

が
相
当
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
で
は
、飲
食
店
等
に

お
け
る
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、

「
食
べ
き
り
」運
動
や
、食
べ
き
れ
ず
に

残
し
た
料
理
を
自
己
責
任
の
範
囲
で

持
ち
帰
る「
持
ち
帰
り
」の
呼
び
掛
け

も
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　
外
食
時
の
食
べ
残
し
削
減
の
為
、外

食
等
す
る
際
は
、「
適
量
注
文
」「
食
べ

き
り
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、家
庭
・
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
減
量
化
に
も
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

7５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
！！
」

　

令
和
元
年
８
月
１
日
よ
り
保
険
証
の
色

が
黄
色
か
ら
桃
色
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、７
月
下
旬
ま
で
に
役

場
か
ら
お
一
人
お
ひ
と
り
に
郵
送
し
ま
す
。

封
筒
に
は「
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」の
名
称
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

黄
色
の
封
筒
が
届
き
ま
し
た
ら
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
！！
」

　

令
和
元
年
8
月
1
日
よ
り
高
齢
受
給
者

証
が
か
わ
り
ま
す
。

　

色
は
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
緑
色
で
す
が
、

有
効
期
限
は「
令
和
2
年
7
月
31
日
」と
印

字
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
下
旬
ま
で
に
役
場
か
ら
該
当
す
る

世
帯
に
世
帯
主
名
で
郵
送
し
ま
す
。

「
福
祉
医
療
受
給
者
証
≪
障
が
い

者
・
母
子
・
父
子
家
庭
≫
を
お
持
ち

の
み
な
さ
ん
！！
」

　

令
和
元
年
8
月
1
日
よ
り
福
祉
医
療
受

給
者
証
が
、か
わ
り
ま
す
。色
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
う
す
緑
色
で
す
が
、有
効
期
限
は

「
令
和
2
年
7
月
31
日
」と
印
字
さ
れ

ま
す
。

　

7
月
下
旬
ま
で
に
役
場
か
ら
該
当

す
る
方
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、高
校
生
以
下
の
お
子
さ
ま
の

受
給
者
証
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

※ 
医
療
機
関
受
診
の
際
は
必
ず
保
険

証
と
受
給
者
証
等
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。併
せ
て
証
の
有
効
期
限
も
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：0261-85-0715（直通）

お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：0261-85-0715（直通）

お問合せ　白馬村役場　住民課住民係　電話：0261-85-0715

「「
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     シ
リ
ー
ズ　
白
馬
村
景
観
計
画　
第
２
回

あ
な
た
も　
わ
た
し
も　
白
馬
の
景
色

村
で
は
、景
観
行
政
団
体
を
目
指
し
、景
観
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
計
画
策
定
期
間
は
平
成
30
年
度
～
令
和
元
年
度
で
、令
和

２
年
度
に
景
観
行
政
団
体
移
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
６

月
号
の
広
報
よ
り
シ
リ
ー
ズ
で
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

白
馬
村
景
観
計
画（
中
間
報
告
）第
１
章
で
は
、景
観
形
成
の
要
因

と
し
て
、「
自
然
環
境
」「
歴
史
」「
観
光
産
業
」「
交
通
」の
面
か
ら
考

察
し
て
い
ま
す
。

1 

白
馬
村
の
自
然
環
境
・
地
理
特
性

2  

白
馬
村
の
歴
史
・
生
活
文
化

---

縄
文
弥
生
時
代
・
中
世
・
江
戸
時

代
以
降
・
明
治
期
以
降

3  

観
光
産
業
の
変
遷

---

登
山
ス
キ
ー
黎
明
期
・
大
衆
化
・
ス
キ
ー

ブ
ー
ム
・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降

4 

交
通

---

鉄
道
の
発
達
・
道
路
の
拡
充
・
商
業
の
変
化

詳
細
は
、白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

か
つ
て
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
白
馬
に
生
き
た
人
々
は
、ど

ん
な
暮
ら
し
を
し
、ど
ん
な
こ
と
に
愉
し
み
を
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

生
活
は
大
き
く
変
わ
り
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、美
し

い
も
の
を
見
て
美
し
い
と
感
じ
る
心
や
、心
地
の
良
い
居
場
所
を
探

す
経
験
は
、時
代
を
超
え
て
共
有
で
き
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
白
馬
の
豊
か
な
財
産
を
、今
を
生
き
る
私
た
ち
だ
け
の
た
め
に

消
費
す
る
の
で
は
な
く
、さ
ら
に
良
い
形
で
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

白
馬
村
景
観
計
画

検
索

大正 12年頃の蕨平区から見る白馬三山

昭和 35年頃の白馬中学校から見る白馬三山

昭和 14年頃の八方区から見る白馬三山

令和元年６月の蕨平区から見る白馬三山

令和元年６月の白馬中学校から見る白馬三山

令和元年６月の八方区から見る白馬三山
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景観むらづくり 100

Land
100 
景観むらづくり 100 年

⽩⾺景観ワークショップ開催します！ 
ご参加お待ちしております。 
⽇時：令和元年 7 ⽉ 30 ⽇(⽕曜日) 18：00〜 
場所：⽩⾺ノルウェービレッジ 

「白馬村の景観を守り育てる」 

どんな景観計画をつくるか、目的、意義、理念、方針・・・ 

白馬村景観計画の策定に向けて、世界に誇る白馬村の景観

を守り育てる上で大切にしたいことを、皆さんと一緒に考

えてみたいと思います。

⻑野県 地域発元気づくり⽀援⾦を活⽤しています
問合 ⽩⾺村役場総務課企画調整係 72-7002

昭和 14 年頃の⼋⽅区から⾒る⽩⾺三⼭ 

昭和 35年頃の駅前から見る白馬三山 令和元年６月の白馬駅前から見る白馬三山

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002
長野県　地域発元気づくり支援金を活用しています
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白
馬
村
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動
が
始
ま
り

ま
す

13

こ
ん
に
ち
は
。
山
に
は
残
雪
が
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
夏
山
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
私
の
任
期
も
残
り

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
に
は
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て

「
村
内
若
手
職
員
合
同
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
役
場
、
ホ
テ

ル
、
索
道
事
業
者
、
金
融
機
関
の
若
手

職
員
を
対
象
と
し
た
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
異
業
種
の
人
達
が
「
村
内

で
こ
ん
な
面
白
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
人
が
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
知
っ
た
り
、
業
種
を
超
え

た
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
狙

い
と
し
た
も
の
で
す
。
村
内
で

働
く
若
者
は
村
出
身
だ
け
で
な

く
村
外
か
ら
来
る
方
も
多
い
で

す
が
、
意
外
に
お
互
い
を
知
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
彼
・
彼
女
ら
が
村
内
で

交
流
を
広
げ
て
、
白
馬
村
に
対

す
る
愛
着
を
醸
成
し
て
い
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
ホ
テ
ル
の
若
手
従
業
員

か
ら
、
趣
味
で
調
べ
て
い
る
白

馬
の
生
態
系
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
白
馬
の
珍
し
い

チ
ョ
ウ
チ
ョ
の
話
か
ら
始
ま
り
、
蛇
や

昆
虫
、
蛙
の
生
態
等
、
か
な
り
気
持
ち

悪
…
で
は
な
く
個
性
的
な
プ
レ
ゼ
ン
で

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
初
回
の
ト
ラ
イ

ア
ル
と
い
う
こ
と
で
、
比
較
的
大
規
模

な
事
業
者
を
対
象
に
お
声
が
け
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
企
画
内
容
や
対
象
範
囲

等
、
色
々
と
試
し
な
が
ら
継
続
的
な
取

組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
本
元
太
　
白
馬
を
走
る
！
№
22

～
2
0
1
9
白
馬
創
業
塾
・

�

第
5
期
生
受
講
者
募
集
！
～

B
l
u
e
t
o
o
t
h

イ
ン
タ
ー
コ
ム
内
蔵
ヘ
ル
メ
ッ
ト

貸
出
し
の
お
知
ら
せ

お問合せ　白馬商工会　電話：0261-72-5101

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722 ／ Email：kanko@vill.hakuba.lg.jp

　
こ
の
塾
は
、
白
馬
村
内
で
こ
れ
か
ら
創
業
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方

を
対
象
に
、
事
業
経
営
の
土
台
と
な
る
知
識
の

習
得
と
、
今
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
経
営
学
の
視
点
か
ら
学
び
、
創
業
（
事
業
）

計
画
書
の
作
成
と
実
践
に
よ
り
、
今
後
村
内
で

活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
者
の
育
成
を

図
る
創
業
塾
で
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】

○
無
料
説
明
会

　
９
月
14
日（
土
曜
日
）
10
時
～
17
時

・
創
業
補
助
金
及
び
創
業
資
金
の
説
明

・
交
流
会

○�

創
業
塾
（
全
5
回
）
開
講
時
間
10
時
～
17
時

（
全
日
程
共
通
）

第
1
講
：�

10
月
12
日（
土
曜
日
）・
創
業
の
事
例

と
心
構
え
、
成
功
す
る
経
営
者
に
共

通
す
る
こ
と

第
2
講
：�

10
月
13
日（
日
曜
日
）・
創
業
時
に
必

要
な
資
金
、
創
業
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
3
講
：�

10
月
19
日（
土
曜
日
）・
創
業
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

第
4
講
：�

10
月
20
日（
日
曜
日
）・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
創
業
計
画
書
作
成

第
5
講
：�

10
月
26
日（
土
曜
日
）・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
創
業
計
画
書
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン

○
個
別
相
談
会

　
11
月
9
日（
土
曜
日
）
10
日（
日
曜
日
）

【
会
　
場
】
白
馬
商
工
会

【
定
　
員
】
30
名（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
無
料

観
光
課
で
は
、
村

内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
に
向
け
て

「
B
l
u
e
t
o
o
t
h

イ
ン
タ
ー
コ
ム
内
蔵
ヘ

ル
メ
ッ
ト
」
を
貸
出
し

ま
す
。

貸
出
期
間
は
、
令
和

元
年
7
月
1
日（
月
曜

日
）
～
10
月
31
日（
木
曜

日
）
迄
と
な
り
ま
す
。

貸
出
方
法
は
「
物
品

借
用
書
」
へ
必
要
事
項

を
ご
記
入
頂
き
観
光
課

へ
ご
提
出
を
御
願
い
致

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
観
光
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

若手職員合同研修会

はくば7月.indd   13 H31/07/05   17:37

　
　
　
　

■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

　

 

表
中
の
納
付
方
法
及
び
納
付

場
所
で
お
支
払
い
が
で
き
ま

す
。

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

お問合せ　白馬村役場税務課　電話：0261-85-0712　上下水道課　電話：0261-85-0714

納期限及び口座振替日

725木

固定資産税 国民健康
保険税

上下
水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯
現金払
（コンビニエンスストア） − − ◯
口座振替 ◯ ◯ ◯
クレジットカード
インターネット決済 ◯ ◯ −

7
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

  

固
定
資
産
税	

第
２
期

  

国
民
健
康
保
険
税	

第
２
期

  

上
下
水
道
料
金	

７
月
請
求
分

６
月
23
日
、
松
川
ヘ
リ
ポ
ー

ト
で
消
防
の
ポ
ン
プ
操
法
の
技

術
を
競
う
白
馬
村
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

団
員
は
長
期
に
わ
た
る
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
今
年

は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
２
チ
ー

ム
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
４

チ
ー
ム
、
放
水
競
技
の
部
10

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

夏
休
み
の
時
期
を
迎
え
、普
段
と

生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
外
出
の
機
会

が
増
え
る
子
供
や
、交
通
事
故
死
者

の
６
割
を
占
め
て
い
る
高
齢
者
等
の

交
通
弱
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、全

て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
呼
び
掛
け
、交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

次
の
と
お
り
夏
の
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
期　
　
　
間

令
和
元
年
７
月
22
日（
月
曜
日
）～

７
月
31
日（
水
曜
日
）

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
思
い
や
り  

乗
せ
て
信
濃
路  

咲

く
笑
顔
」

○
運
動
の
重
点

【
基
本
】 「
地
域
の
交
通
状
況
に
応

じ
た
交
通
事
故
防
止
の
取

組
み
」

【
重　
点
】

○ 

生
活
道
路
の
安
全
確
保
と
歩
行

者
保
護
の
徹
底

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
自
動
車
の
安
全
利
用
の
推
進

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

１
． 

自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩

道
は
例
外

２
．
車
道
は
、左
側
を
通
行

３
． 

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

道
寄
り
を
徐
行

４
．
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

○ 

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

○ 

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認

５
． 

子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
な
お
、今
回
の
運
動
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
５
月
24
日
に
長
野
県
交
通

安
全
運
動
推
進
本
部
長
か
ら
発
表
さ

れ
た「
園
児
の
交
通
事
故
を
受
け
た

緊
急
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
」の

う
ち
、安
全
確
保
重
点
箇
所
及
び
交

通
マ
ナ
ー
改
善
に
着
目
し
た「
交
通

安
全
運
動
の
強
化
」の
取
組
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第１部　ポンプ車操法の部
優　勝 中部分団
準優勝 南部分団

第２部　小型ポンプ操法の部
優　勝 南部分団
準優勝 中部分団A
第3位 北部分団

放水競技の部
優　勝 南部分団D
準優勝 南部分団C
第3位 北部分団A

12



13

こ
ん
に
ち
は
。
山
に
は
残
雪
が
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
夏
山
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
私
の
任
期
も
残
り

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
に
は
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て

「
村
内
若
手
職
員
合
同
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
役
場
、
ホ
テ

ル
、
索
道
事
業
者
、
金
融
機
関
の
若
手

職
員
を
対
象
と
し
た
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
異
業
種
の
人
達
が
「
村
内

で
こ
ん
な
面
白
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
人
が
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
知
っ
た
り
、
業
種
を
超
え

た
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
狙

い
と
し
た
も
の
で
す
。
村
内
で

働
く
若
者
は
村
出
身
だ
け
で
な

く
村
外
か
ら
来
る
方
も
多
い
で

す
が
、
意
外
に
お
互
い
を
知
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
ん
な
彼
・
彼
女
ら
が
村
内
で

交
流
を
広
げ
て
、
白
馬
村
に
対

す
る
愛
着
を
醸
成
し
て
い
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
ホ
テ
ル
の
若
手
従
業
員

か
ら
、
趣
味
で
調
べ
て
い
る
白

馬
の
生
態
系
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
白
馬
の
珍
し
い

チ
ョ
ウ
チ
ョ
の
話
か
ら
始
ま
り
、
蛇
や

昆
虫
、
蛙
の
生
態
等
、
か
な
り
気
持
ち

悪
…
で
は
な
く
個
性
的
な
プ
レ
ゼ
ン
で

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
初
回
の
ト
ラ
イ

ア
ル
と
い
う
こ
と
で
、
比
較
的
大
規
模

な
事
業
者
を
対
象
に
お
声
が
け
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
企
画
内
容
や
対
象
範
囲

等
、
色
々
と
試
し
な
が
ら
継
続
的
な
取

組
み
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
本
元
太
　
白
馬
を
走
る
！
№
22

～
2
0
1
9
白
馬
創
業
塾
・

�

第
5
期
生
受
講
者
募
集
！
～

B
l
u
e
t
o
o
t
h

イ
ン
タ
ー
コ
ム
内
蔵
ヘ
ル
メ
ッ
ト

貸
出
し
の
お
知
ら
せ

お問合せ　白馬商工会　電話：0261-72-5101

お問合せ　白馬村役場　観光課　電話：0261-85-0722 ／ Email：kanko@vill.hakuba.lg.jp

　
こ
の
塾
は
、
白
馬
村
内
で
こ
れ
か
ら
創
業
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方

を
対
象
に
、
事
業
経
営
の
土
台
と
な
る
知
識
の

習
得
と
、
今
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
経
営
学
の
視
点
か
ら
学
び
、
創
業
（
事
業
）

計
画
書
の
作
成
と
実
践
に
よ
り
、
今
後
村
内
で

活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
者
の
育
成
を

図
る
創
業
塾
で
す
。

【
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
】

○
無
料
説
明
会

　
９
月
14
日（
土
曜
日
）
10
時
～
17
時

・
創
業
補
助
金
及
び
創
業
資
金
の
説
明

・
交
流
会

○�

創
業
塾
（
全
5
回
）
開
講
時
間
10
時
～
17
時

（
全
日
程
共
通
）

第
1
講
：�

10
月
12
日（
土
曜
日
）・
創
業
の
事
例

と
心
構
え
、
成
功
す
る
経
営
者
に
共

通
す
る
こ
と

第
2
講
：�

10
月
13
日（
日
曜
日
）・
創
業
時
に
必

要
な
資
金
、
創
業
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
3
講
：�

10
月
19
日（
土
曜
日
）・
創
業
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

第
4
講
：�
10
月
20
日（
日
曜
日
）・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
創
業
計
画
書
作
成

第
5
講
：�
10
月
26
日（
土
曜
日
）・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
創
業
計
画
書
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン

○
個
別
相
談
会

　
11
月
9
日（
土
曜
日
）
10
日（
日
曜
日
）

【
会
　
場
】
白
馬
商
工
会

【
定
　
員
】
30
名（
先
着
順
）

【
受
講
料
】
無
料

観
光
課
で
は
、
村

内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
に
向
け
て

「
B
l
u
e
t
o
o
t
h

イ
ン
タ
ー
コ
ム
内
蔵
ヘ

ル
メ
ッ
ト
」
を
貸
出
し

ま
す
。

貸
出
期
間
は
、
令
和

元
年
7
月
1
日（
月
曜

日
）
～
10
月
31
日（
木
曜

日
）
迄
と
な
り
ま
す
。

貸
出
方
法
は
「
物
品

借
用
書
」
へ
必
要
事
項

を
ご
記
入
頂
き
観
光
課

へ
ご
提
出
を
御
願
い
致

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
観
光
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

若手職員合同研修会

はくば7月.indd   13 H31/07/05   17:37
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― 

「
廃
棄
野
菜
な
ら
い
い

か
…
」
は
作
物
被
害
に
つ

な
が
り
ま
す 

―

け
も
の
が
入
ら
な
い
よ
う

に
柵
を
設
置
し
た
の
に
…

雑
木
林
を
刈
払
い
し
て
見

通
し
良
く
な
っ
た
の
に
…

カ
ラ
ス
除
け
に
糸
を
張
っ

た
の
に
…

動
物
は
廃
棄
野
菜
と
作
物

の
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん

✓  

廃
棄
野
菜
や
家
庭
ゴ
ミ

な
ど
は
適
切
に
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

✓  

集
落
の
中
に
放
置
し
た

柿
の
木
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

被
害
を
減
ら
す
に
は
、
集

落
全
体
で
取
組
む
こ
と
が

大
切
！

・��

住
民
一
人
ひ
と
り
が
被

害
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
被

害
の
軽
減
に
取
組
み
ま

し
ょ
う

���

鳥
獣
の
正
し
い
生
態
を

知
っ
て
、
継
続
し
た
対

策
と
地
域
ぐ
る
み
の
実

施
体
制
で
効
果
を
上
げ

ま
し
ょ
う

���
あ
き
ら
め
て
は
ダ
メ
！

他
人
任
せ
で
は
ダ
メ
！

集
落
全
体
を
点
検
！

・��

出
荷
や
収
穫
を
し
な
い

野
菜
や
果
実
、
家
庭
か

ら
出
る
生
ゴ
ミ
な
ど
は
、

動
物
の
目
に
触
れ
な
い

よ
う
に
早
め
に
処
理
し

ま
し
ょ
う

・��

柿
や
栗
な
ど
は
で
き
る

だ
け
収
穫
し
、
放
置
さ

れ
た
ま
ま
の
木
は
、
地

域
の
合
意
の
上
で
適
切

に
管
理
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
集
落
に『
野
生
の
鳥
獣
』

を
呼
び
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

大北地区野生鳥獣被害対策チーム
北アルプス地域振興局農政課・林務課　電話：0261-23-6510、0261-23-6519
北アルプス農業改良普及センター　　　電話：0261-23-6544
白馬村役場　農政課農林係　　　　　　電話：0261-85-0766

公益財団法人　長野県市町村振興協会

はくば7月.indd   14 H31/07/05   17:37
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【
職
員
募
集
】

令
和
２
年
４
月
採
用
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

消
防
職
員
募
集

放
送
大
学

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
職
種
・
募
集
人
数

Ａ
…
一
般
事
務
（
初
級
）　
若
干
名

Ｂ
…
土
木
技
師
（
初
級
）　
若
干
名

Ｃ
…
介
護
職
員
（
初
級
）　
若
干
名

■
勤
務
先

Ａ
…
一
般
事
務
（
次
の
い
ず
れ
か
）

　
・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

　
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
鹿
島
荘
」

　
・
介
護
老
人
保
健
施
設
「
虹
の
家
」

　
・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

�

「
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
」

Ｂ
…
土
木
技
師

　
・
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局

Ｃ
…
介
護
職
員
（
次
の
い
ず
れ
か
）

　
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
鹿
島
荘
」

　
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ひ
だ
ま
り
の
家
」

　
・
介
護
老
人
保
健
施
設
「
虹
の
家
」

■
受
験
資
格

Ａ
…
一
般
事
務
、
Ｃ
…
介
護
職
員

　
①�

大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
に
住
民
票
が
あ
り
居
住

し
て
い
る
か
、
大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
の
実
家

を
離
れ
て
い
る
が
採
用
後
に
定
住
で
き
る
人

　
②�
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　
③�

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

Ｂ
…
土
木
技
師

　
①�

大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
に
住
民
票
が
あ
り
居
住

し
て
い
る
か
、
採
用
後
に
定
住
で
き
る
人

　
②�

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　
③��

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
採
用
日
　
令
和
２
年
４
月
１
日

■
受
験
申
込

▽�

提
出
方
法
　
申
込
書
等
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合

事
務
局
総
務
課
総
務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

詳
細
は
募
集
要
領
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽�

募
集
要
領
、
申
込
書
等
は
、
直
接
受
取
り
の
ほ
か
、

郵
送
請
求
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

　�http://w
w
w
.kita-alps.om

achi.nagano.jp/

▽�

受
付
期
間

　
令
和
元
年
８
月
５
日（
月
曜
日
）～
８
月
30
日（
金

曜
日
）

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
一
次
試
験

▽
期
日
　
令
和
元
年
10
月
20
日（
日
曜
日
）

▽
試
験
内
容

Ａ
…
一
般
事
務

　�

教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
、
性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験
（
８
０
０
文
字
程
度
）

Ｂ
…
土
木
技
師

　�

教
養
試
験
、
専
門
試
験
、
事
務
適
性
検
査
、
性
格

特
性
検
査
、
作
文
試
験
（
８
０
０
文
字
程
度
）

Ｃ
…
介
護
職
員

　�

教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査
、
性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験
（
８
０
０
文
字
程
度
）

■
二
次
試
験

▽
期
日
　
令
和
元
年
11
月
下
旬

　
一
次
試
験
合
格
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係

電
話
０
２
６
１
‐
2�

2
‐
６
７
６
４

募
集
内
容

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
（
令
和
２

年
４
月
採
用
）

▽
職
種
　
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

※�

採
用
後
、
長
野
県
消
防
学
校
に
入
校

し
、
消
防
士
と
し
て
の
初
任
科
教
育

を
修
了
し
た
後
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域

消
防
本
部
ま
た
は
大
町
消
防
署
、
北

部
消
防
署
、
南
部
消
防
署
の
い
ず
れ

か
に
勤
務
と
な
り
ま
す
。

▽
採
用
人
員
　
若
干
名

▽
受
験
資
格
　

　
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

　�

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
方
で
、
北
ア

ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村
（
大

町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、

小
谷
村
）
に
居
住
し
て
い
る
人
、
又

は
、
令
和
２
年
４
月
以
降
に
北
ア
ル

プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村
に
居
住

で
き
る
人�

▽ 

試
験
日
　
第
一
次
　
９
月
22
日（
日

曜
日
）
／
第
二
次
　
10
月
下
旬

▽ 

受
験
申
込
受
付
期
間
　
８
月
１
日

（
木
曜
日
）
か
ら
８
月
15
日（
木
曜
日
）

ま
で
※
土
日
を
除
く

▽ 

申
込
・
問
合
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
℡
0
2
6
1
‐
2�

2
‐
０
６
８
８

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

○�

放
送
大
学
は
、
2
0
1
9
年
10
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○�

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。

○�

テ
レ
ビ
に
よ
る
授
業
だ
け
で
な
く
、
学

生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な

時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○�
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
3
0
0
の

幅
広
い
授
業
項
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○�

卒
業
す
れ
ば
学
士
を
取
得
で
き
ま
す
。

○�

放
送
授
業
1
科
目
の
授
業
料
は
1�

1
，

0
0
0
円
（
入
学
金
は
別
）。
半
年
ご
と

に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。

○�

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○�

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
え
る
学
習

セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○�

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

（
電
話
0
2
6
6
‐
5�

8
‐
2
3
3
2
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

○�

出
願
期
間
は
、
第
1
回
が
8
月
31
日
ま

で
、
第
2
回
が
9
月
20
日
ま
で
。
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村
で
は
、
平
成
27
年
3
月
に
白
馬
村
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
検
討
を
行
い
、
平
成
27
年
度
～
平
成
31
年
度
　
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度
　
第
２
期
白
馬
村

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
会
議
は
、
計
画
策
定
の
審
議
の
他
に
、
子
育

て
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
方
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
積
極

的
な
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
け
る
方
を
公
募
委
員
と
し
て
募

集
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
子
育
て
支
援
課
か
ら
「
妊
娠
期
か
ら
の
女
性
の
健
康
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

白
馬
村
子
育
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー�

お
ひ
さ
ま
で
は
、「
プ
レ

マ
マ
・
マ
マ
教
室
」
を
開
催
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
中
の
女
性

の
健
康
に
つ
い
て
、
産
婦
人
科
医
の
立
場
か
ら
女
性
の
健
康
に
つ

い
て
、
科
学
的
根
拠
を
基
に
し
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

妊
娠
期
は
、
出
産
に
向
け
て
の
準
備
と
体
重
の
増
え
す
ぎ
予
防

や
帝
王
切
開
予
防
の
た
め
、
医
師
の
制
限
が
な
い
限
り
中
程
度
の

運
動
（
毎
週
1
5
0
分
間
・
汗
ば
む
程
度
）
の
運
動
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
2
人
目
の
妊
娠
出
産
に
つ
い
て
は
、
産
後
半

年
以
内
の
妊
娠
は
早
産
率
が
上
昇
す
る
た
め
、
避
妊
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
帝
王
切
開
後
は
最
低
1
年
・
可
能
で
あ
れ
ば
2
年
は
空

け
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
母
乳
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ミ
ル
ク

に
切
り
替
え
る
こ
と
に
罪
悪
感
を
い
だ
い
て
い
る
方
も
多
い
よ
う

で
す
が
、
ミ
ル
ク
に
切
り
替
え
て
も
将
来
的
に
悪
い
影
響
は
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
最
近
日
本
で
も
発
売
開
始
と
な
っ

た
液
体
ミ
ル
ク
は
、
常
温
保
存
が
可
能
な
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

使
用
し
て
も
良
い
の
で
は
と
の
こ
と
で
し
た
。

お
腹
が
痛
く
な
い
け
ど
張
る
感
覚
が
あ
る
、
授
乳
で
寝
付
け
ず

全
て
を
投
げ
出
し
た
い
、
う
ま
く
授
乳
が
で
き
な
い
、
出
産
後
無

性
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
、
ど
の
程
度

で
仕
事
し
て
い
い
の
？
な
ど
、
周
り
に
は

相
談
で
き
な
い
よ
う
な
悩
み
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
で
も
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

次
回
は
支
援
ル
ー
ム
か
ら
で
す
。

【
応
募
要
領
】

１
　
応
募
資
格

　
次
の（
1
）か
ら（
4
）の
、い
ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
す
る
方

（
1
）
白
馬
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
方

（
2
）�

白
馬
村
の
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
に
選
任

さ
れ
て
い
な
い
方

（
3
）
白
馬
村
の
職
員
及
び
議
会
議
員
で
な
い
方

（
4
）�

行
政
区
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
方

２
　
応
募
方
法
　

【
申
込
手
続
】

　
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
白
馬
村
教
育
委
員
会

子
育
て
支
援
課
に
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

令
和
元
年
７
月
16
日（
火
曜
日
）～
8
月
23
日（
金
曜
日
）

《
郵
送
す
る
場
合
》

　
8
月
23
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
付
し
ま
す
。

《
持
参
す
る
場
合
》

　
期
間
中
の
受
付
は
、
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま

で
で
す
。

　
な
お
、
土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
は
閉
庁
の
た
め
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
場
合
》

　
8
月
23
日
（
金
曜
日
）
午
後
5
時
ま
で
に
送
信
願
い
ま
す
。

　
F
A
X�
0
2
6
1
‐
8�

5
‐
0
7
2
3

　e

‐m
ail��kodom

oshien@
vill.hakuba.lg.jp

３
　
応
募
申
込
書
の
入
手
方
法

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
白
馬
村
教
育
委
員
会
子
育
て

支
援
課
・
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
で
入
手
で
き
ま
す
。

４
　
選
考
方
法

　
提
出
さ
れ
た
「
応
募
申
込
書
」
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
、
白
馬
村
審
議
会
等
の
委

員
公
募
要
綱
第
7
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
選
考
委
員
会
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

５
　
選
考
結
果
の
通
知

　
令
和
元
年
８
月
下
旬
（
予
定
）
に
、
郵
送
に
よ
り
本
人
あ

て
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
の
概
要
】

１
　
募
集
人
数
　
２
名

２
　
任
　
　
期
　�

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間
（
概
ね
令
和

３
年
８
月
末
日
ま
で
）

３
　
開
催
回
数
　�

令
和
元
年
度
は
年
3
回
程
度
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

４
　
報
酬
費
等
　�

会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、

村
が
定
め
る
報
酬
額
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

５
　
そ
の
他
　
　�

会
議
は
平
日
で
、
1
回
概
ね
2
時
間

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
白
馬
村
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」公
募
委
員
募
集

子
育
て
耳
よ
り
情
報
　
№
22
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白
馬
村
は
、
学
校
給
食
費
を
白
馬
村
の
歳

入
歳
出
予
算
に
計
上
し
管
理
す
る
「
公
会
計
」

方
式
に
移
行
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
の
特
殊
性
を

理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
学
校
給
食
用
物

資
（
以
下
「
給
食
用
物
資
」
と
い
う
。）
を
納

入
い
た
だ
く
事
業
者
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
す

る
白
馬
村
学
校
給
食
用
物
資
納
入
資
格
業
者

登
録
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

納
入
資
格
業
者
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
者
に
つ
い
て

食
品
衛
生
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
2
3
3

号
）
の
基
準
を
完
備
し
、
学
校
給
食
に
理
解

を
持
ち
社
会
的
信
用
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、

か
つ
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満
た
す

も
の
。

（
1
）
白
馬
村
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者

　
　��

→
　�

詳
細
に
つ
い
て
は
建
設
課
に
お

尋
ね
下
さ
い

（
2
）�

所
轄
保
健
所
に
よ
り
優
良
（
衛
生
監
視

評
点
81
点
以
上
）
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
業
者
で
あ
る
こ
と

※�

長
野
県
学
校
給
食
会
が
指
定
す
る
パ
ン
・

米
飯
委
託
加
工
業
者
及
び
長
野
県
で
決
定

さ
れ
た
業
者
並
び
に
村
内
少
量
生
産
業
者

で
、
白
馬
村
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育

委
員
会
」
と
い
う
。）
が
特
に
必
要
と
認
め

る
者
か
ら
調
達
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

登
録
対
象
と
な
る
取
扱
物
資

申
請
の
際
に
、
各
事
業
者
が
納
入
希
望
品

を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
分
類
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。
登
録
に
あ
た
っ
て
は
、

一
つ
の
品
目
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
品
目
に

登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

申
請
に
つ
い
て

申
請
手
続
き
の
前
に
、
必
ず
「
白
馬
村
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
物
資
調
達
要
綱
」
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請随

時
申
請
に
な
り
ま
す
（
給
食
セ
ン
タ
ー

閉
庁
時
を
除
き
ま
す
）。

受
付
時
間

午
前
8
時
45
分
か
ら
午
後
4
時
45
分
ま
で

受
付
場
所

白
馬
村
北
城
2
1
7
0
番
地
　
白
馬
村
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
白
馬
中
学
校
裏
側
。
国

道
1
4
8
号
の
中
学
校
北
側
、
L
O
C
O

チ
ュ
ー
ン
ナ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
藤
美
商
会
の

間
の
道
を
入
る
。）

提
出
書
類

・�

学
校
給
食
物
資
納
入
資
格
業
者
登
録
（
更

新
）
申
請
書

添
付
書
類

（
1
）��

商
業
登
記
簿
謄
本
（
個
人
事
業
主
の

場
合
は
代
表
者
の
身
分
証
明
書
）

（
2
）��「
食
品
衛
生
監
視
票
に
つ
い
て
」（
平

成
16
年
4
月
1
日
付
け
食
安
発
第

0
4
0
1
0
0
1
号
厚
生
労
働
省
医

薬
食
品
局
食
品
安
全
部
長
通
知
）
に

規
定
す
る
食
品
衛
生
監
視
票

（
3
）��

食
品
衛
生
法
第
52
条
第
2
項
に
基
づ

く
営
業
許
可
証
の
写
し

　
　
　�

※�

教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め

た
村
内
少
量
生
産
者
等
で
上
記
書

類
の
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
な
い

者
に
つ
い
て
は
、
申
出
に
よ
り
そ

の
提
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

審
査
結
果
の
通
知

審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
物
資

納
入
資
格
業
者
登
録
通
知
書
の
発
送
を
持
っ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

名
簿
の
有
効
期
間

名
簿
の
有
効
期
間
は
、
名
簿
登
載
日
か
ら

3
年
で
す
。
た
だ
し
、
次
期
の
名
簿
が
作
成

さ
れ
る
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
用
物
資
の
受
注
希
望
者
の
登
録
を
行
い
ま
す

納入区分 納入品目
米穀類 米穀類
麺類 麺類（ソフト麺含む）

パン類 長野県学校給食会が指定するパン以外のパン、
ナン等

野菜類 青果物類、いも類
肉類 肉類（鶏肉、豚肉、牛肉等）
卵類 卵（液卵を含む）
魚介類 魚肉類、貝類
豆腐類 豆腐類（冷凍豆腐含む）
加工食品類 冷凍食品類、缶詰類、塩乾物類
調味料類 砂糖、食油、酢、醤油、調味料、その他
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今
月
は
、
白
馬
南
小
学
校
の
取
り
組

み
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

白
馬
南
小
学
校
で
は
、
信
州
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

3
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
30
名

ほ
ど
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

い
た
だ
き
、
学
校
教
育
活
動
に
ご
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

5
月
は
、
民
生
児
童
委
員
の
皆
様
に

も
付
き
添
っ
て
い
た
だ
き
、
1
～
2
年

生
の
姫
川
源
流
と
さ
の
さ
か
ス
キ
ー
場
、

貞
麟
寺
へ
の
遠
足
を
行
い
ま
し
た
。
姫

川
源
流
で
は
、
文
化
財
審
議
委
員
の
吉

澤
敏
江
様
か
ら
姫
川
源
流
の
自
然
に
つ

い
て
ご
講
話
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
爽
や
か
な
5
月
の
天
候
の
も

と
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
野
外
で
の

活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様

と
も
親
し
く
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
5
年
生
は
毎
年
行
っ
て
い
る

米
作
り
の
学
習
で
、
4
月
に
種
籾
ま
き

の
見
学
、
5
月
に
入
っ
て
か
ら
田
お
こ

し
や
代
か
き
を
行
い
、
31
日
は
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
は
、

理
科
学
習
の
一
環

と
し
て
７
月
に
地

域
講
師
の
方
に
星

や
自
然
の
観
察
学

習
を
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
白

馬
南
小
学
校
の
教

育
活
動
の
充
実
の

た
め
に
、
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
き
ま

し
て
は
、
下
記
ま

で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

令
和
2
年
4
月
か
ら
小

学
生
が
使
う
教
科
書
が
新

し
く
な
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
の
検
定
に

合
格
し
た
小
学
校
教
科
書

の
ほ
か
、
現
在
中
学
校
や

高
校
で
使
用
さ
れ
て
い
る

教
科
書
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

大
北
地
域
唯
一
の
教
科

書
展
示
会
で
す
。
ど
う
ぞ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま

た
意
見
・
感
想
等
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　�

7
月
5
日（
金
曜
日
）
～

　�

7
月
24
日（
水
曜
日
）
の

　
平
日
午
前
8
時
30
分
～

　
午
後
5
時
15
分

●
会
場

　�

大
町
市
役
所
本
庁
1
階

市
民
ホ
ー
ル

●�

お
問
合
せ

　�

白
馬
村
教
育
委
員
会
教

育
課
教
育
係

　�
電
話
：
0
2
6
1
‐

　
　
　
　
8�
5
‐
0
7
3
8

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

村
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

家
族
を
支
援
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

認
知
症
と
は
、
様
々
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
障
が

い
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う
え
で
支
障
が
出
て
い
る

状
態
（
お
よ
そ
6
か
月
以
上
継
続
）
の
こ
と
で
す
。

2
0
2
5
年
に
は
65
才
以
上
の
4
人
に
1
人
、
お
よ

そ
7
0
0
万
人
の
方
が
認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
講
座
を
受
講
し
て

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方
と
関
わ
っ

た
時
に
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
た

ち
で
す
。
認
知
症
の
方
と
介
護
す
る
家
族
を
温
か
く

見
守
り
、
応
援
し
よ
う
と
思
う
気
持
ち
が
重
要
で
す
。

今
後
も
認
知
症
の
方
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
中
、

地
域
に
お
け
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
重
要
な

存
在
と
な
り
ま
す
。
講
座
を
開
く
に
あ
た
り
、
地
区

内
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

用
意
し
て
い
た
だ
く
の
は
場
所
の
み
で
、
当
方
担
当

職
員
が
講
師
と
な
り
、
サ
ポ
ー

ト
も
致
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
、
少
し
で
も
興

味
が
あ
れ
ば
、
白
馬
村
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬南小学校　担当：宮坂、村田　電話：0261-75-2010

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

白
馬
南
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

教
科
書
展
示
会

の
お
知
ら
せ

５年生が取り
組んでいる米作
りの学習。５月
には、松沢利彦
様にご指導いた
だいて田植えを
行いました。

民生児童委員
の皆様と一緒に
散策をし、そし
て吉澤敏江様に
ご講話をいただ
き、姫川源流で
のひとときを過
ごしました。

はくば7月.indd   18 H31/07/05   17:37



19

～「
里
親
」い
ま
家
庭
の
新
し
い
カ
タ
チ
～

　
里
親
っ
て
聞
く
け
ど
、
ど
ん
な
制
度
？

・
里
親
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
人

・�

な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
子
ど
も
の
支
援
に
関
わ
り
た
い
人

そ
ん
な
思
い
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
里
親
制

度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
児
童
相
談
所
広
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

里
親
制
度
説
明
会
の
お
知
ら
せ

お問合せ
長野県児童相談所広域支援センター

電話：026-238-8030

月　日 会　場
� 8月� 8日（木曜日） 諏訪合同庁舎
� 9月12日（木曜日） 上田合同庁舎
11月� 7日（木曜日） 松本合同庁舎
12月12日（木曜日） 長野市役所�第2庁舎
時間は、10時から12時までです。

守
ろ
う
！
電
波
の
ル
ー
ル

公
共
の
電
波
を
正
し
く
使
用
す
る
た
め
に
、
電
波
法
と
い
う
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る

不
法
な
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
や
消
防
・
救
急
や

航
空
な
ど
重
要
な
無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
な
ど
に
よ
り
、
日
本
で
は
使
用
で
き

な
い
外
国
規
格
の
違
法
な
無
線
機
器
（
技
適
マ
ー
ク
　
　
が
付
い
て
い

な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
）
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
比
較

的
容
易
に
入
手
で
き
る
た
め
、
法
令
違
反
の
認
識
が
な
い
ま
ま
使
用
し
、

混
信
妨
害
の
原
因
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
電
波
の
良
好
な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、「
不

法
無
線
局
」
を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
省
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に

御
相
談
く
だ
さ
い
。

【問合せ先】総務省信越総合通信局
★無線設備への混信・妨害及び違法な無線設備の情報に関すること
　監視調査課（電話：026-234-9976）
★テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること
　受信障害対策官（電話：026-234-9991）
★その他、情報通信の行政相談に関すること
　総合通信相談所（電話：026-234-9961）
　ホームページhttp://www.soumu.go.jp/soutsu/shinetsu/

村
で
は
12
月
ま
で
の
間
、ウ
イ
ン
グ
21
雨
漏
り
修
繕
の
た
め
、屋
根
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

な
お
、工
事
期
間
中
に
つ
き
ま
し
て
も
、ウ
イ
ン
グ
21
は
通
常
ど
お
り
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、一
部
駐
車
制
限
、通
行
制
限
を
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
く
箇
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
1
次
試
験
　
令
和
元
年
9
月
22
日（
日
曜
日
）

受
付
期
間
　
令
和
元
年
7
月
8
日（
月
曜
日
）～
8
月
20
日（
火
曜
日
）

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

受
験
資
格
②
　
本
人
が
令
和
2
年
4
月
以
降
白
馬
村
内
に
居
住
を
予
定
し
て
い

る
人（
保
育
士
は
除
く
）

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お問合せ
白馬村教育委員会事務局
生涯学習スポーツ課　
電話：0261-85-0726

お問合せ
白馬村総務課　電話 0261-72-5000（内線 1117）

Eメール：somu@vill.hakuba.lg.jp

白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
高
屋
根
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

令
和
2
年
4
月
採
用 

第
2
回
白
馬
村
職
員
採
用
試
験
受
験
案
内

水
路
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
ゴ
ミ
（
畔
草
刈
り
の
草
も
含
む
）
の
投
棄
に
よ
り
、
川
下
の

田
ん
ぼ
に
ゴ
ミ
が
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
水
路
が
詰
ま
っ
て

営
農
や
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
事
案
が
毎
年
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
下
流
域
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
水
路
や
川
に
で
き
る
だ
け
刈
草
等
を

流
さ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
詰
り
が
生
じ
て
い
ま
し
た
ら
、
詰
り
の
原
因
を
取
り

除
い
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
地

域
全
体
で
の
ご
協
力
を
併
せ
て

お
願
い
し
ま
す
。

お問合せ
白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

試
験
区
分
採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
①

一般
事
務

（
初
級
）

若
干
名

○�

平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
14
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
又
は
卒
業
見
込
み
の
人

保
育
士

（
中
級
）

若
干
名

○�

昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
12
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
育
士
及
び
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
人
又
は
令
和

2
年
3
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
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ふ
れ
あ
い
教
室
で
は
、

筆
ペ
ン
を
使
っ
て
描
く

筆
文
字
「
伝
筆
（
つ
て

ふ
で
）」
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
講
師
の

塩
澤
佐
和
子
先
生
の
指

導
も
と
で
、
大
切
な
方

へ
想
い
を
伝
え
る
あ
た

た
か
い
筆
文
字
を
練
習

し
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
心
あ
た
た

ま
る
想
い
を
個
性
的
に
、

魅
力
あ
る
文
字
で
描
い

て
い
ま
し
た
。
村
の
文

化
祭
へ
の
出
展
を
目
指

し
て
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

糸
魚
川
は
海
岸
線

ば
か
り
で
な
く
、
海

か
ら
内
陸
に
か
け
て

谷
が
い
く
つ
も
あ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
総
称
し
て
「
頸

城
八
谷
（
く
び
き
や

つ
た
に
）」
と
言
わ
れ
、

現
在
の
糸
魚
川
市
内

に
5
つ
の
谷
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
一
つ
の

谷
は
奥
深
く
、
谷
ご

と
に
景
観
が
違
い
ま

す
。
日
本
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
あ
り
、
海

が
あ
り
、
伝
統
文
化

や
歴
史
の
生
活
様
式

を
見
て
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
様
か
ら

は
、
白
馬
と
少
々
異

な
っ
た
自
然
の
中
で

の
歴
史
や
暮
ら
し
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い

ま
し
た
。

白
馬
村
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡

協
議
会
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象

に
知
っ
て
お
く
と
得
す
る
「
知
恵

と
工
夫
」、「
み
ん
な
で
協
力
し
あ

う
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
を
キ
ャ

ン
プ
を
通
し
て
学
ぶ
「
夏
休
み
サ

バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
キ
ャ
ン
プ
体
験
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
時
：
令
和
元
年
８
月
８
日（
木
曜
日
）

午
後
1
時
か
ら
、
８
月
９
日
（
金
曜
日
）

午
後
1
時
頃
ま
で

集�

合
場
所
：
白
馬
村
保
健
福
祉
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

対�

象
：
小
学
4
年
生
～
6
年
生
及

び
中
学
生

申�

込
締
切
：
令
和
元
年
7
月
26
日

（
金
曜
日
）
ま
で

＊�

詳
細
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

す
る
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主�

催
：
白
馬
村
子
ど
も
会
育
成
会

連
絡
協
議
会

共�

催
：
白
馬
村
公
民
館
、
木
流
川

と
親
し
む
会

お�

申
込
み
・
お
問
合
せ
：
白
馬

村
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協

議
会
事
務
局
（
白
馬
村
教
育
委

員
会
事
務
局
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
）　
0
2
6
1
‐
8�

5
‐

0
7
2
6

公民館講座ふれあい教室「楽しい伝筆」報告

白馬村子ども会育成会「夏休みサバイバルキャンプ」を開催します

公民館講座「歴史紀行　糸魚川『西海谷・早
川谷・能生谷』めぐり」報告

残り僅かになった筒石の舟屋（船小屋）巨石に梵字が掘り込まれた羅漢和尚の墓
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音
楽
活
動
に
関
わ
る
皆
さ
ん
へ

の
演
奏
機
会
の
提
供
を
通
じ
、
白

馬
村
及
び
近
隣
の
皆
さ
ん
が
、
よ

り
身
近
に
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
今
年

も
「
は
つ
ゆ
き
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
出

演
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

�

　
令
和
元
年
12
月
7
日
（
土
曜
日
）

　
午
後
2
時
開
演
予
定

会
　
場
　

　
白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル

　�

会
場
の
詳
細
は
白
馬
村
行
政

H
P
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

　�

ク
ラ
シ
ッ
ク
（
ピ
ア
ノ
・
器
楽
・

声
楽
）

　�

個
人
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
た
だ
し
、

生
音
で
の
演
奏
に
限
り
ま
す
。）

　
1
ス
テ
ー
ジ
20
分
前
後

募
集
対
象

　�

白
馬
村
及
び
近
隣
地
域
出
身
・

在
住
・
ゆ
か
り
の
あ
る
方
。

　�

白
馬
村
地
域
文
化
振
興
に
貢
献

す
る
意
欲
が
あ
る
こ
と
。

　（
プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　�

ピ
ア
ノ
1
台
以
外
の
演
奏
に
必

要
な
楽
器
及
び
伴
奏
者
・
譜
め

く
り
の
方
を
演
奏
者
の
方
で
手

配
を
お
願
い
し
ま
す
。

　�

出
演
料
、
参
加
費
等
は
あ
り
ま

せ
ん
が
参
加
に
係
る
費
用
は
、

参
加
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　�

広
報
活
動
、
チ
ケ
ッ
ト
印
刷
等

は
主
催
者
側
で
行
い
ま
す
。
参

加
者
に
は
招
待
券
20
枚
（
当
日

入
場
料
は
5
0
0
円
を
予
定
）

を
進
呈
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
令
和
元
年
8
月
1
日
～
8
月
31
日

　�

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
調

整
の
上
、
9
月
中
旬
ま
で
に

ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

応
募
方
法
　

　�
白
馬
村
公
民
館
窓
口
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
配
布
し
て
い
る
応

募
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
窓
口
、

郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
お
送
り

く
だ
さ
い

主
催
　
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
友
の
会

共
催
　
白
馬
村
教
育
委
員
会

今
年
も
澤�

和
樹
（
東
京
藝
術
大
学
学
長
）
が

監
督
・
指
揮
す
る
「
N
A
G
A
N
O
国
際
音
楽

祭
in
白
馬
」
が
白
馬
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
世
界

を
舞
台
に
活
躍
す
る
音
楽
家
の
演
奏
を
聴
い
て
、

音
楽
芸
術
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
（
受
講
生
発

表
コ
ン
サ
ー
ト
）

N
A
G
A
N
O
国
際
音
楽
祭
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
生
か
ら
は
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
上
位
入
賞
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
や
首

席
を
務
め
る
な
ど
の
優
秀
な
演
奏
家
が
多
数
輩

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

界
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
、
若
手
演
奏
家
た
ち

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
ロ
（
楽
器
：
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ピ
ア
ノ
）
と
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
　
時
：�

令
和
元
年
８
月
３
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
12
時
30
分
開
場
。
13
時
開
演
（
予
定
）

会
　
場
：
白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル

入
場
料
：
無
料

■
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

あ
ふ
れ
る
感
動
を
こ
の
夏
も
！�

国
際
舞
台
の

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
演
奏
家
の
貴
重
な
公
演

を
是
非
お
見
逃
し
な
く
！

日
　
時
：�

令
和
元
年
８
月
３
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　�

18
時
30
分
開
場
。

　
　
　
　
19
時
開
演
～
21
時
終
演
（
予
定
）

会
　
場
：�

白
馬
村
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル

入
場
料
：
1
，
0
0
0
円（
小
中
高
生
無
料
ご
招
待
）

出
　
演
：�

指
揮
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
ヴ
ィ
オ
ラ
：

　
　
　
　
澤
　
和
樹
（
東
京
藝
術
大
学
学
長
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：

　
中
澤
　
き
み
子（
元
上
野
学
園
大
学
客
員
教
授
）

ソ
ン
シ
ク
・
ヤ
ン

（
S
i
n
f
o
n
i
a�

B
e
r
l
i
n

�
�

O
r
c
h
e
s
t
r
a
音
楽
監
督
）

　
ジ
ュ
ラ
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
レ
ー
ル

�

（
東
京
藝
術
大
学
特
別
招
聘
教
授
）

　
三
上
　
亮
（
東
京
藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

ピ
ア
ノ
：

　
　
碓
井
　
俊
樹
（
上
野
学
園
大
学
客
員
教
授
）

　
大
須
賀
　
恵
里

第 5 回　はつゆきコンサートの出演者を募集します

「2019 年第３回 NAGANO 国際音楽祭 in 白馬」のお知らせ

お問合せ：「NAGANO 国際音楽祭 in 白馬」実行委員会　電話：0261-85-4760
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図書館だより
No.212

令和元年7月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

3
館報はくば　Vol.492

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・ＤＶＤソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

グスコーブドリの伝記／熊倉 一雄〔朗読〕 父の詫び状／渡辺　美佐子〔朗読〕
父と暮せば／すま　けいほか〔朗読〕 放浪記／藤田　弓子〔朗読〕
関電トンネル　トロリーバス（館内視聴のみ） 北アルプス ドローン大縦走
東京五輪音頭2020 にっぽんトレッキング１００　日本アルプス　セレクション

【朗読CD・DVD】

CD・DVDソフトは、一人3点まで3週間館外貸出できます。（図書とあわせて一人10点まで）
お借りになりたい作品と、図書館の利用者カードをカウンターまでお持ちください。

　７月２８日の「信州山の日」にちなんで、山のエッセイや小説を集めた、小さいコーナー
を作りました。山の魅力を再発見してください。

書　　名 著者名
学校の「当たり前」をやめた。 工藤　勇一
ゴリラの森、言葉の海 山極　寿一・小川　洋子
鎌田式「スクワット」と「かかと落とし」 鎌田　實
春夏かんたんソーイング‘１９
アマゾンの料理人 太田　哲雄
東京ディズニーリゾートおまかせガイド２０１９―２０２０
彼女たちの場合は 江國　香織
文学２０１９ 日本文藝家協会〔編〕
長野県平成年表 信濃毎日新聞社出版部〔編〕

書　　名 著者名
知ってる?卓球 藤井　寛子
もりのともだち、ひみつのともだち 原　京子
チャレンジミッケ！１０ ウォルター・ウィック

あしたはきっと なまえのないねこ
あしたはきっとおどろきにみちている。
どんなことがおこるか、たのしみに、お
やすみなさい。

なまえがほしくて町をさまようねこ。
ひとりぼっちのねこがほんとうに
ほしかったものを見つける絵本。

レイン・スミス〔絵〕 町田　尚子〔絵〕

―特設コーナー案内―

―新着図書案内―

【一般】

【児童書・絵本】

月 火 水 木 金 土 日
7月22日 7月23日 7月24日 7月25日 7月26日 7月27日 7月28日
7月29日 7月30日 7月31日 8月1日 8月2日 8月3日 8月4日
8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月9日 8月10日 8月11日
8月12日 8月13日 8月14日 8月15日 8月16日 8月17日 8月18日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）
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■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯　　　科 白馬村内薬局当番店

7月21日 日 神城醫院 菊地クリニック 松本クリニック いいざわ歯科医院 大町市（0261）23-7050 フジノヤ薬局
7月27日 土 しんたにクリニック ― ― ― ― ― ―
7月28日 日 しんたにクリニック 小野医院 せりざわクリニック 大町総合病院 大町市（0261）22-0415 フジノヤ薬局
8月3日 土 小谷村診療所 ― ― ― ― ― ―
8月4日 日 栗田医院 平林医院 吉村医院 宮下歯科医院 大町市（0261）22-0297 太田薬局
8月10日 土 神城醫院 ― ― ― ― ― ―
8月11日 日 小谷村診療所 横澤内科医院 あづみ病院 岡江歯科医院 松川村（0261）62-9888 ―
8月12日 月 横沢医院 大町総合病院 はーぶの里診療所 武田歯科医院 白馬村（0261）72-8060 ―
8月17日 土 白馬診療所 ― ― ― ― ― ―
8月18日 日 栗田医院 野村クリニック 平林メンタルクリニック 竹内歯科医院 池田町（0261）62-2151 太田薬局
8月24日 土 横沢医院 ― ― ― ― ― ―
8月25日 日 神城醫院 大町協立診療所 近藤医院 砂田歯科医院 大町市（0261）22-0648 フジノヤ薬局
8月31日 土 栗田医院 ― ― ― ― ― 太田薬局

7～ 8月　保健ガイド

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

7月12日(金) よちよち相談 9:30～9:45 2018年2月～3月生
7月18日(木) 2歳相談 9:15～9:30 2017年4月～5月生
8月1日(木) 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 2019年6月生
8月6日(火) 7ヵ月もぐもぐの日 9:45～10:00 2018年11月生～2019年1月
8月8日(木) 1歳半健診 13:00～13:15 2017年12月～2018年1月生
8月29日(木) 乳児健診 9:15～9:30 2019年3月生・2018年9月生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

7月19日(金) 乳幼児予防接種 13:00～13:30

個別にご案内しています。

7月30日(火) 二種混合　第2期 13:00～13:45日本脳炎　第2期

7月31日(水) 二種混合　第2期 13:00～13:45日本脳炎　第2期

8月6日(火) 二種混合　第2期 13:00～13:45日本脳炎　第2期
8月7日(水) 乳幼児予防接種 13:00～13:30
8月27日(火) 乳幼児予防接種 13:00～13:30

毎週月曜日 9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日

2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30～12:00 
行事日程

※ 8月13日・14日・15日・16日・・・なかよし広場・自由利用は盆休みとなります。日程をご
確認の上、ご利用ください。

月　日 行事名 対　象 開始時間
7月24日（水） マタニティー教室② 妊婦･夫 10：00～
7月29日（月） 月曜育児相談 10：00～12：00
8月5日（月） おはなし会 11：00～
8月22日（木） おいしいものたべよの日 ２．３歳児 11：20～
8月26日（月） 月曜育児相談 10：00～12：00
8月27日（火） おいしいものたべよの日 １歳児 11：20～
8月28日（水） お昼会 ０歳児 11：10～

16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

9月11日（水） 13:00～16:00 ふれあいセンター２階
ボランティアルーム 人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■司法書士無料相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

８月７日（水） 13:00～16:00 ふれあいセンター２階
ボランティアルーム 帶金　康祐　司法書士 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。
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は
く
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発
行
・
白
馬
村
役
場	

〒
399‒

9393
　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５
　
　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス	

https://w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp/	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
１‒
７
２‒

５
０
０
０

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
ド
レ
ス	https://ja-jp.facebook.com

/hakuba.lg.jp/

人口：8,687 人　　男：4,358 人　　女：4,329 人　　世帯：3,969 世帯
（令和元年 7月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

7
2019
vol.514

編集後記
　令和初めての白馬村消防ポンプ操法大会が今年も開催されました。毎年この季節になると、朝早くや夜遅くまで、多
くの消防団員が訓練を行っています。この訓練はただ競技として競うだけではなく、火事や地震などの有事の際に、迅
速に対応するために非常に大切なことだと思いますし、消防団を通して培われる人間関係も、将来にわたって自分の財
産になるものと考えています。また、こうやって活動できることも、様々な人の協力や理解で成り立っていることを、
毎年この季節になると考えさせられます。
� 広報編集担当：田中

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

満開の春バラを観賞

河津バガテル公園春バラまつりが、4月28日か
ら6月30日にかけて行われました。今年は5月20
日ごろから園内のバラが見頃をむかえ、多くの来
園者でにぎわいました。来園者は「どこを見ても
きれい」と言いながら、満開に咲くバラを写真に
おさめていました。5月25日から6月2日にはナイ
トバガテルが行われ、夜にライトアップされたバ
ラが幻想的でした。

東京農業大学と包括連携協定締結

5月15日（水）、東京農業大学の世田谷キャンパ
スにおいて、包括連携協定の締結式が行われました。
この協定は、太地町、太地町漁業協同組合、太
地水産共同組合と東京農業大学との間で締結がな
され、今後、産業や地域づくり等の分野において
相互に協力をしていくこととしています。

バラが満開に咲く園内を歩く来園者たち
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